
１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

73 123
79 130

97 84
80 84

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

83 98

78 125

86 88

67 130

70 114

96 111

75 130

57 131

77 138

68 179

114 131

40 72

44 113

2,250 91

139 64

71 104

141 83

108 96

95 104

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 1,023,162 571,050 1,594,212 299,994,246

加工野菜 11,984 2,060 14,044 1,657,575

花き

その他

冷凍食品

計 1,035,146 573,110 1,608,256 301,651,821

一般果実 284,034 739,205 1,023,239 141,782,648

加工果実 19,172 19,172

その他

冷凍食品

計 284,034 758,377 1,042,411 141,782,648

1,319,180 1,331,487 2,650,667 443,434,469

野
菜

本年9月は、上・中旬については8月後半に引き続き多くの品目で入荷量が前年を下回る状態が続いた。それに伴い野菜全体の価格は高値展開と
なった。（大根、ニンジンなどの根菜類、馬鈴薯、玉ねぎなどの土物類は主産地である東北、北海道が生育時期の高温と旱魃の影響を受け作柄不良。
白菜、レタス等については主産地長野県の大雨、降雹被害。果菜類については上旬の気温低下、日照不足による出荷量減少が大きな原因）上、中旬
については入荷量前年比68%、野菜全体単価前年比124%。連休後は好天の影響で入荷量が回復し高値反動も加わり、価格を下げた品目も散見され
始めてきた。下旬入荷量前年比85%、野菜全体単価前年比122%。
9月全体については上、中旬の入荷減少単価高が大きく影響し、野菜総入荷量1,607t(前年比73%)、野菜平均価格265円(前年比123%）となった。

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表（ 3年  9月分）

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

1,607 265

群馬・長野県産の販売。お盆以降の天候不順により多品目少なく、野菜の需
要がキャベツに集中し高騰。下旬に入っても数量増加せず、相場は堅調。 235

475

だいこん

北海道中心に販売。干ばつの影響もあり入荷はやや減少。品質不良も見られ、単
価は上がりきらず。中旬以降気温も下がり、需要拡大も産地出荷増えず、堅調な流
れ。

96 125

100

県内、県外出荷は低温と日照不足もあり、出遅れ感あり。高値の動きであったが中・
下旬には各県の地物も増加し、単価安へと動いた。群馬館林においては定植遅れ
から入荷減少。

85 420

果
実

呉羽の梨は前進出荷と外気温が高かった事により、順調な販売。リンゴ（つがる）が後半の数量減少により、単価高で推移。ぶ
どう（巨峰・シャインマスカット）は山梨県産の前進出荷のため、中旬から下旬にかけて数量減・単価高で推移した。

1,042 315

野

キャベツ

市  況  の  概  要 入荷数量

ハウスみかん

佐賀県産の最終盤販売。下級品が少なく、安定した販売で推移した。
8

主 要 品 目

菜

なす

高値動きの反動から、動き鈍く低迷。高知の生育遅れもあり、出荷が少なく
なった。群馬県産も気温の低下に伴い、出荷減少となった。

きゅうり

とまと

岐阜県産主力の入荷。8月の天候不順により入荷量は前年を下回った。月間
を通して高値推移となった。 54 594

344

30

304

果

つがる

青森県産主体の入荷。昨年に比べやや安価での販売でスタートしたが、中
旬以降に数量減少で引き合いが強くなり相場が高騰した。 45

714

実

巨峰

山梨県産・長野県産の入荷。年々シャインマスカットが増え、他ぶどうは減少
していると思われる。山梨県産の前進出荷で早期終了となり、数量減・単価
高となった。

24

豊水

春先の霜の影響により、数量的に少ない情報であったが、前年対比で数量
137％、単価64％となり安定した販売で推移した。 64

419,869 2,077,444

1,122

バナナ

9月中旬頃から外気温が下がり始めると、8月から続いていた安値も相まって
中・下旬の荷動きは活発になった。10月に向けて産地から強含みの予想が
出ているので、物流の停滞に警戒している。

320 168

159,228,708

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

野
 
 

菜

158,808,839 458,803,085

8,878,708 8,878,708

212,768,184 354,550,832

460,880,529

合計 371,996,892 815,431,361

果
 
 

実

203,889,476 345,672,124


